
ノ

ン

フ

ィ

ク

シ

ヨ

ン

と

し

て

の
在

原

朝

臣

業

平

ー

謎

の

十

二

年
ー

内

田

美

由

紀

は
じ
め
に

伊

勢

物

語

は
、

一
般

に
歌
物

語
と

し

て
文
学

史

で
紹

介

さ

れ
る

。

し
か

し
、

名
前

の
出

る

登
場
人
物

を

み

る

と
歴

史

上

の
人
物

が
多

い
た

め
、

歴
史
物

語

と
し

て
読

ま
れ

る
傾

向

が
あ

る
。

例
え
ば

高
校

の
教

科
書

で
は
、

第

四

段
冒

頭

「
昔
、

東

の
五
条

に
、

大
后

の
宮

お

は
し

ま

し
け

る
、
西

の
対

に
住

む
人
あ

り
け
り
」

に

つ
い
て

「西
の
対
」
は
、
寝
殿
の
西
側
に
あ
る
対
の
屋
。
「住
む
人
」
と

は
、
二
条
の
后
高
子
を
さ
す
。
ま
だ
后
と
し
て
入
内
す
る
以
前
の

こ
と
で
あ
る
。

(古
典
譜
読

『
物
語
・
評
蹄
選
』
筑
摩
書
房
)

と

い
う

脚

注

が

つ
く

よ
う

に
、

一
般

に
は
、
業

平

は
高

子

の
入
内

前

に
通

っ
た
た
め
、
京

に

い
ら
れ
な
く
な

り
、

東
下
り
す

る
こ
と

に
な

っ
た
と
説
明
さ
れ
て

い
る
。

し
か
し
、
実
際
に
は
、
阿
部
俊
子
氏
が

『
全
訳
注

伊
勢
物
語

(
上
)
』
(
講
談
社
学
術
文
庫
)
第
六
十
五
段

の
補
説
に

「業
平

・
高
子

・
清
和
天
皇

の
年
齢
関
係
」

年
表
を
あ
げ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
業
平
が
十
八
歳

の

時
に
高
子
は
生
ま
れ

て
お
り
、
年
齢
的
に
若
干
齪
鋸
が

あ
る
。
と
は
い
う
も
の
の
在
原
業
平
は
嘉
祥
二
年

(八
四
九
)

従

五
位
下
に
な

っ
て
か
ら
貞
観
四
年

(
八
六
二
)
ま

で

ま

っ
た
く
叙
位
も
任
官
も
な
い
。
こ
の
間
業
平
の
兄
弟

の
叙
位
任
官
が
あ
る

の
に
、
業
平
は
全
く
叙
位
任
官
が

な

い
の
で
、
普
通
は
、
今
井
源
衛
氏
が
述
べ
ら
れ
た
よ

う
に
、
「業
平

の

一
身

の
上
に
な
に
か
よ
か
ら
ぬ
事
件
が

起
き
た
た
め
に
ち
が
い
な

い
」

(『
今
井
源
衛
著
作
集
7

在

原
業
平
と
伊
勢
物
語
』

48
～
49
頁
)
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
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業
平

が

再
び
叙

位

さ

れ
た

の
は
、

母
伊
都

内
親

王
が

貞
観

三
年

(八
六

一
)
に
な

く
な

っ
た
半
年
後
だ

っ
た
。

た
だ

し
、

仁
明

天
皇

の
と

き

に

一
度

従

五
位
下

に
な

っ

て

い
る
た

め
、

「
正
六
位
上
」

か
ら
従

五
位
上

に
な

っ
た

の
は
若
干

問
題
が
あ

る
と

い
わ
れ

て

い
る
。

〇
十
九
日
庚
寅
。
無
品
伊
登
内
親
王
菟
。
帝
不
視
事
三
同
。
内
親

王
者
桓
武
天
皇
之
皇
女
也
。
母
藤
原
氏
。
従
三
位
乙
叡
之
女
也
。

(『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
三
年
九
月
)

〇
七
日
乙
亥
。
授
正
六
位
上
在
原
朝
臣
業
平
従
五
位
上
。

(『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
四
年
三
月
)

と
も
あ

れ
、

日
本
三
代
実
録

の
貞
観

五
年
二
月
に

「散

倒

従

五
位

上
在

原
朝

臣
業
平

為
左

兵
衛

権

佐
」

(『
日
本

三
代
実

録

』

貞
観

五
年

二
月
十

日
)

と
あ

る

の

で
、

こ

の
と

き
ま

で
官
職

に

つ
い
て

い
な

か

っ
た

こ
と

が
わ

か

る
。

な
お

、
卒
伝

で
は
次

の
よ
う

に
な

っ
て

い
る
。

O
廿
八
日
辛
巳
。
従
四
位
上
行
右
近
衛
権
中
将
兼
美
濃
権
守
在

原
朝
臣
業
平
卒
。
業
平
者
子
四
品
阿
保
親
王
第
五
子
。
正
三
位

行
中
納
言
行
平
之
弟
也
。
阿
保
親
王
婆
桓
武
天
皇
女
伊
登
内
親

王
。
生
業
平
。
天
長
三
年
親
王
上
表
日
。
無
品
高
岳
親
王
之
男

女
。
先
停
王
号
。
賜
朝
臣
姓
。
臣
之
子
息
未
預
改
姓
。
既
為
昆

弟
之
子
。
寧
異
歯
列
之
差
。
於
是

詔
仲
平
行
平
守
平
等
。
賜

姓
在
原
朝
臣
。
業
平
体
貌
閑
麗
。
放
縦
不
拘
。
略
無
才
学
。
善

作
倭
歌
。
貞
観
四
年
三
月
授
従
五
位
上
。
五
年
二
月
拝
左
兵
衛

佐
。
数
年
遷
左
近
衛
権
少
将
。
尋
遷
右
馬
頭
。
累
加
至
従
四
位

下
。
元
慶
元
年
遷
為
右
近
衛
権
中
将
。
明
年
兼
相
模
権
守
。
後

遷
兼
美
濃
権
守
。
卒
時
年
五
十
六
。

(『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
五
月
二
八
日
)
°

卒
伝
で
は
天
長
三
年

の
賜
姓
、
貞
観
四
年
三
月
の
叙

位
、
五
年
二
月
の
任
官
、
そ
の
後
年
次
が
あ
ま
り
は

っ

き
り
し
な
い
が
、
三
代
実
録
の
叙
位
任
官
の
記
事

に
あ

た

っ
て
い
く
と
、
ほ
ぼ
途
切
れ
な
く
亡
く
な
る
ま
で
順

調
に
出
世
し
て
い
る
。

貞
観
七
年
三
月
八
日

「従
五
位
上
守
左
近
衛
権
少
将

在
原
朝
臣
業
平
為
右
馬
頭
」
、
貞
観
十

一
年
正
月
七
日

「従

五
位
上
…
…
右
馬
頭
在
原
朝
臣
業
平
並
正
五
位
下
」
、
貞

観
十
四
年
五
月
十
七
日

「勅
遣
正
五
位
下
行
右
馬
頭
在

原
朝
臣
業
平
向
鴻
腫
館
」
貞
観
十
七
年
正
月
十
三
日

「従

四
位
下
行
右
馬
頭
朝
臣
業
平
為
右
近
衛
権
中
将
云
々
」

(卒
伝
で
は
元
慶
元
年
)
、
元
慶
元
年
十

一
月
廿

一
日

「従

四
位
下
…
…
右
近
衛
権
中
将
在
原
朝
臣
業
平
並
従
四
位

上
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。

母

伊
都
内
親
王

㍗一



で
は
復

権

の
き

っ
か

け
と

な

っ
た

伊
都
内

親

王

は
ど

ん
な

人
物

か
と

い
う

と
、

伊
都

内
親

王

は
書
道

で
は
伝

橘

逸
勢

書

「伊

都
内

親

王
願
文

」

で
よ

く
知
ら

れ

て

い

る
。
巻

末

の
細

く
鋭

い

「
伊
都

」

の
署

名
は
内

親

王
自

筆

だ

と

い

う
。
内

容

は

母

の
従

五
位

下
藤

原
平

子

の
遺

言

に
従

い
、

今

の
興
福

寺

に

天
長
十

年

(八

三
三
)

九

月

二
十

一
日
に
寄

進

し
た

と
き

の
願

文

で
、
両

親

の
冥

福
を
祈

っ
て

い
る
。

伊

都
内

親

王

の
両
親

は
、

父

は
桓
武

天
皇

、
大

同

元

年

に

七
十

歳

で
亡

く
な

り

、
母

は

乙
叡

女

で
あ

っ
た
。

祖

父

乙
叡

(尊

卑

分
脈

に
よ
れ

ば
読

み

は
タ
カ

ト

シ
)

は
卒
伝

に
よ

れ
ば

散
位
従
三
位
藤
原
朝
臣
乙
叡
莞
。
右
大
臣
従

一
位
豊
成
之
孫
。

右
大
臣
贈
従

一
位
継
縄
之
子
也
。
母
尚
侍
百
済
王
明
信
被
帝
寵

渥
。
乙
叡
以
父
母
之
故
。
頻
歴
顕
要
。
至
中
納
言
。
性
頑
驕
好

妾
。
而
縁
山
望
水
。
多
置
別
業
。
以
信
宿
之
。
必
備
内
事
。
推

国
天
墨

(平
城
)
為
太
子
時
。
乙
叡
侍
宴
。
漉
酒
不
敬
。
天
皇

含
之
。
後
逡
伊
予
親
王
事
。
辟
連
乙
叡
。
免
帰
干
第
。
自
知
無

罪
。
以
憂
而
終
。
時
四
十
八
。

(『
日
本
後
紀
』
大
同
三
年
六
月
三
日
条
)

乙
叡

は
大
同

三
年

に
四
十
八
歳

で
な
く
な

っ
て
お
り
、

伊
都
内
親
王
に
と

っ
て
は
父
桓
武
天
皇
よ
り
も
祖
父
乙

叡

の
ほ
う
が
二
十
歳
以
上
若
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

乙
叡

の
両
親

の
ほ
う
が
桓
武
天
皇

に
近
く
、

乙
叡
父

藤
原
継
縄
は
延
暦
九
年
に
右
大
臣
と
な
り
続
日
本
紀
を

編
纂

し
た
。
延
暦
六
年
と
十
年
十
月
に
は
交
野
の
別
業

に
桓
武
を
迎
え
て
鷹
狩
や
百
済
王
を
率

い
百
済
楽
を
行

っ
て
い
る
。
交
野

(今

の
枚
方
市
)
に
は
百
済
寺

・
百

済
王
神
社
が
あ
り
、
百
済
王
家
の
本
拠
地
だ

っ
た
。

乙
叡

の
母
百
済

王
明
信
は
、
そ
の
百
済
寺
を
建

て
た

敬
福

の
孫
か
と
言
わ
れ

て
お
り
、
尚
侍
と
し
て
桓
武
か

ら
従

二
位
を
授
け
ら
れ
、
継
縄

・
桓
武

・
乙
叡
よ
り
長

生
き
し
て
弘
仁
六
年

(八

一
五
)
に
亡
く
な

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
で
、
伊
都
内
親

王
は
育
ち
、

阿
保
親
王
と
結
婚
し
た
が
、
阿
保
親
王
は
、
薬
子
の
変

で
太
宰
府

に
流
さ
れ
て
い
た
た
め
、
平
城
天
皇
が
天
長

元
年

(
八
二
四
)
に
崩
御
し
嵯
峨
天
皇

の
勅
で
薬
子
の

変

の
流
人
入
京
許
可
が
出

て
、
阿
保
親
王
も
入
京
を
許

さ
れ
、
翌
年

(八
二
五
)
業
平
が
生
ま
れ
た
。

行
平
は
阿
保
親

王
が
太
宰
府
に
い
る
間
に
生
ま
れ
て

い
る
の
で
、
伊
都
内
親

王
の
子
で
は
な

い
と
い
わ
れ
て

い
る
。
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二

親
王
と
内
親
王
め
結
婚
と
皇
子
女

業

平

は
親

王
と
内

親

王

の
子

で
あ

る
が
、
親

王
と
内

親

王

の
結

婚
と

は
ど

の
よ
う

な
意

味

を
も

っ
て
い
た

の

だ
ろ
う
か
。

『
令
義

解
』

を
見
る
と
、
次

の
よ
う

に
あ
る
。

後
宮
職
員
令
第
三

妃
二
員
右
四
品
以
上

夫
人
三
民

右
三
位
以
上

妓
四
民
右
五
位
以
上

(『
令
義
解
』
巻

一
)

「
妃

二
員
右

四
品

以
上

」

と
あ

る
が

「品

」
と

い
う

こ
と

は

生

ま
れ

な
が

ら

に
皇

族

で
な

け
れ
ば

な

ら
ず
、

坂
上

康
俊

氏
が
述

べ
ら
れ
た
よ
う
に

「令

の
想
定

で
は
、

皇
后

や

妃

に
な

れ

る

の
は
内

親

王
に

限
ら
れ

る
」

(『
律

令

国
家

の
転
換
と

「
日
本
」
』
講
談
社

O
①
。゚
頁
)
。

内

親

王
が
親

王
と

結
婚

し

て
后

に
な

っ
た

例
を

あ
げ

る
と

、

例

え
ば

、
桓

武
皇
女

の
高

志
内

親

王
は
、

母

が

平
城

・
嵯
峨
と
同
じ
で
淳
和
の
異
腹
の
妹
で
あ

っ
た
が
、

大
同
元
年
に
恒
世
親
王
を
生
ん
で
死
後
皇
后
を
贈
ら
れ

た
。
「皇
太
子
[平
城
】奉
献
。
以
贈
皇
后
[高
志
】淳
和
后
也

誕
皇
孫
[恒
世
】。
」
(『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年

(八
〇
六
)

二
月
辛
亥
)

淳
和
天
皇
が
皇
太
子
に
な

っ
た
の
は
大
同
四
年
、

つ

ま
り
親
王
の
時
に
異
腹
の
妹

の
高
志
内
親
王
を
妻
に
迎

え

て
い
る
。
高
志
内
親

王
腹

の
恒
世
親
王
は
皇
太
子
を

辞
退
し
て
天
長
三
年

(
八
二
六
)
に
亡
く
な

っ
た
が
、

翌
年
、
淳
和
天
皇
は
次
に
恒
貞
親
王
を
生
ん
だ
正
子
内

親
王
を
皇
后
に
し
て
、
天
長
十
年

(八
三
三
)
恒
貞
親

王
を
立
太
子
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
淳
和
が
皇
后
を
立

て
て
皇
太

子
を
立
坊
し
よ
う
と
す
る
の
を
、
坂
上
氏
は

「嵯
峨
と
淳
和

の
神
経
戦

(『
律
令
国
家

の
転
換
と

「
日

本
」
』

45
-
46
頁
ご

と
表
現
さ
れ
て
い
る
。

む

　り

で
は
嵯
峨
天
皇
は
と

い
う
と
、
結
果
的
に
は
皇
后
橘

嘉
智

子
を
母
と
す
る
正
良
親
王

(
仁
明
天
皇
)
が
皇
位

に
つ
い
た
が
、
嵯
峨
天
皇
も
や
は
り
内
親
王
と
結
婚
し
、

皇
后
に
立
て
た
こ
と
が
あ
る
。

嵯
峨
第

一
皇
女

の
業
子
内
親
王

の
母
は
高
津
内
親
王

だ

っ
た
。
高
津
内
親
王
は
、
桓
武
天
皇
の
皇
女
す
な
わ

弔の



ち

嵯
峨

天

皇

の
異

母
妹

で
、
莞

伝

に
よ
れ
ば

大

同

四
年

に
立

后
し
た
が
す
ぐ

に
廃

さ
れ
た
。

三
品
高
津
内
親
王
菟
。
遣
従
五
位
下
美
志
真
王
。
従
四
位
下
坂
上

大
宿
祢
清
野
。
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
氏
宗
。
従
五
位
下
林
朝
臣
常

継
等
。
監
護
喪
事
。
内
親
王
者
。
桓
武
天
皇
第
十
二
皇
女
。
納
従

三
位
坂
上
大
宿
祢
刈
田
麻
呂
女
従
五
位
下
全
子
所
誕
也
。
嵯
峨
太

上

天
皇
践
詐

之
初
。

大
同

四
年
六
月
授
親

王
三
品
。
即
立
為

妃
。

未
幾
而
廃
。

(『続
同
本
後
紀
』
承
和
八
年
四
月
十
七
日
条
)

こ
れ
は

、

高
津

内
親

王

か

ら
生

ま

れ
た
業
良

親

王
に

精

神
異
常

が
あ

っ
た

か
ら
だ
と

い
わ
れ

て

い
る
。

(安

田

政

彦
氏

『
平
安

時

代
皇
親

の
研

究
』
吉

川

弘
文

館

一
九

一
頁
)無
品
業
良
親
王
麗
。

帝
不
視
事
三
日
。
親
王
者
。
嵯
峨
太
上
天

皇
第
二
子
也
。
母
三
品
高
津
内
親
王
。
桓
武
天
皇
納
従
三
位
坂
上

大
宿
祢
苅
田
麿
女
従
五
位
下
全
子
。
所
誕
育
也
。
太
上
天
皇
納
内

親
王
為
妃
。
生
親
王
。
々
々
精
爽
変
易
。
滑
狂
不
慧
。
心
不
能
審

得
失
之
地
。
飲
食
如
常
。
無
病
而
終
焉

(『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
十
年
正
月
十

一
日
条
)

こ

の
た

め
、
嵯

峨

天
皇

は
橘

嘉

智

子
を
皇

后

に
し

、

正

良

親

王

を
皇
太

子

に
し

た
が
、

業

良
親

王

に
何

も

問

題

が
な
け

れ
ば
令

通
り
だ

っ
た
だ
ろ
う
。

と

こ
ろ

で
、

親

王

・
内

親

王

の
名

は
嵯

峨

天
皇

を
境

に
変

化

し
た
。

元

々
、

桓

武
朝

の
親

王

の
講

は
乳

母

の

出
身

の
姓
だ

っ
た
。

先
朝
之
制
。
毎
皇
子
生
。
以
乳
母
姓
。
為
之
名
焉
。
故
以
神
野

為
天
皇
講
。

(『日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
五
月
壬
午
条
)

神

野
親

王
は
嵯

峨

天
皇

の
こ
と

で
、

親

王

の
名

は
他

に
も

山
部

.
大
友

・
茨

田

・
阿
保
な

ど

日
本

書
紀
や

続

日
本
紀

に
見

え
る

氏
族
名

を
あ
げ

る

こ
と

が

で
き

る
。

内
親

王
も

布
施

・
高
志

・
上
毛

野

・
石
上

・
大

原

・
高

津
と

い
う
よ
う

に
氏
族
名
が

つ
け
ら
れ

て
い
る
。

と

こ
ろ

が
、
嵯

峨

天
皇

以
降

は
、

正

子
内

親

王

・
崇

子
内
親

王

と
臣

下
と

同
様

の
名
前
が

つ
け

ら
れ
た
。

親

王
も
嵯

峨

の
正
良
親

王
、
淳

和
天
皇

の
恒
世

・
恒
貞
親

王
と

い
う
具
合

に
な

っ
た
。

特
に
、

嵯

峨

天
皇

の
子
女

の
名
前

が

凝

っ
て

い
る

こ

と

は
有
名

で
、
賜
姓

源
氏

男

子
は

一
字

嘉

名
、

源
氏
女

子
は
～
姫

で
統

一
さ

れ

て

い
る

(
こ
れ

は
母
が
藤

原
氏

で
も

百
済

王

で
も

か
わ

ら
な

い
)
。
親

王
も
二
文
字

で
下

に
良

が

つ
き
、
上

の
字

に
も

意
味
を
も

た

せ

て
い
て
、

橘

嘉
智

子
が
産

ん
だ

正
良

親

王
は
仁
明

天
皇

に
な
り
、

畠●



正
子
内
親

王
は
淳
和

天
皇
の
皇
后
と
な

っ
た
。
ま
た
、

先
ほ
ど
述

べ
た
高
津
内
親
王
の
生
ん
だ
皇
子
は
業
良
親

王
、
皇
女

は
業
子
親

王
だ

っ
た

(ち
な
み
に
阿
保
親
王

の
伊
都
内
親
王
が
産
ん
だ
子
も
業
平
。
行
平

・
業
平

・

守
平
の

「平
」
は
平
城
天
皇
か
ら
か
)。

。
さ

て
、
親
王
と
内
親
王

の
結
婚
は
、
嵯
峨
天
皇

の
例

で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
異
腹
の
兄
妹
や
甥
と
叔
母
、

叔

父
と
姪
と
い
う
よ
う
な
近
親
結
婚
は
血
が
濃
く
な
り

す
ぎ
て
遺
伝
的
に

マ
イ
ナ

ス
要
因
が
で
や
す

い
。

そ
れ

で
、
す

で
に
皇
后
に
内
親
王
が
な

る
と
は
限
ら
な
く
な

っ
て
い
た
し
、
ま
た
皇
位
を
め
ぐ

っ
て
親
王
の
母
が
臣

下
で
も
皇
后
の
位
を
あ
た
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
た
。

し
か
し
、
淳
和
天
皇
が

こ
だ
わ

っ
た
よ
う
に
、
本
来
、

皇
后
は
内
親
王
が
な
る
も

の
だ

っ
た
。

こ
の
た
め
、
親

王
に
内
親
王
と

の
結
婚
を
認
め
る
と
、
皇
位
継
承
の
可

能
性
を
高
め
、
結
果
的

に
正
当
な
親
王
と
し
て
待
遇
す

る
こ
と
に
な
る
。

嵯

峨
天
皇

は
百
済
王
貴
命
や
慶
命
を
寵
愛
し
、
交
野

に
本
拠
を
持

つ
百
済
王
家
と

つ
な
が
り
が
深
く
、
若

い

時
か
ら
桓
武
天
皇
の
尚
侍
百
済
王
明
信
を
知

っ
て
い
た
。

百
済
王
明
信
の
血
を
ひ
く
裕
福
な
伊
都
内
親
王
を
阿
保

親
王
に
配
し
た

の
は
、
配
流
先
か
ら
戻
っ
て
き
た
阿
保

親
王
の
身
分
保
全
と
監
視
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

三

文
徳
天
皇
の
皇
位
継
承
と
業
平

業
平
は
、
事
情
は
と
も
か
く
血
筋
だ
け
は
こ
の
よ
う

に
高
貴
な
生
ま
れ
だ

っ
た
。

で
は
業
平
に
全
く
叙
位
任

官
を
し
な
か

っ
た
文
徳
天
皇
の
状
況
は
ど
う
だ

っ
た
の
だ

る
2
か
。

文
徳
天
皇
の
立
場
か
ら
見
る
と
皇
位
継
承
は
次
の
よ
う
に
な

る
。①

父
仁
明
天
皇
の
時
代
に
、
祖
父
嵯
峨
上
皇
が
亡
く
な

つ

て
、
承
和
の
変
が
起
き
た
。
皇
太
子
恒
貞
が
廃
さ
れ
、

道
康
親
王

(文
徳
)
自
身
が
立
太
子
し
た
。

②

承
和
の
変
が
な
け
れ
ば
、
嵯
峨
τ
淳
和
↓
仁
明
τ
恒
貞

親
王
の
順
に
皇
位
に
つ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。

道
康
親
王
母
が
藤
原
順
子
、
恒
貞
親
王
母
は
正
子
内
親
王
だ

っ
た
た
め
、
母
の
身
分
差
で
、
道
康
親
王
に
立
太
子
が
回
っ
て

こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
安
田
政
彦
氏
は

『平
安
時
代
皇
親
の
研

究
』
(
一
九
二
頁
)
で
嵯
峨
天
皇
は
父
系
よ
り
も

『
桓
武
天
皇

の
血
筋
』
を
優
先
し
た
と
述
べ
ら
れ
た
が
、
嵯
峨
↓
仁
明
↓
文
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徳
と
い
う
順
に
父
系
直
系
の
継
承
を
し
な
か
っ
た
の
は
、
淳
和

以
前
の
皇
位
継
承
に
原
因
が
あ
る
。

桓
武

皐
太
弟

早
良
親
王

(廃
太
子
)

桓
武
l
J
lー
伊
予
親
王

(幽
閉
・
服
毒
自
殺
)

一
-
平
城
-
高
岳
親
王

(廃
太
子
)

一
ー
嵯
峨
ー
仁
明
-
道
康
親
王

　
1
淳
和
-
恒
貞
親
王

桓
武
は
皇
太
弟
を
立
て
て
い
た
が
廃
太
子
に
し
た
。
そ
し

て
伊
予
親
王
は
幽
閉
さ
れ
服
毒
自
殺
し
、
平
城
天
皇
が
位
に

就
い
た
。

つ
ぎ
に
嵯
峨
天
皇
が
位
に
つ
い
た
と
き
、
高
岳
親

王
が
皇
太
子
だ

っ
た
が
、
薬
子
の
変
で
高
丘
が
廃
太
子
に
な

り
、
次
に
淳
和
天
皇
が
位
に
つ
い
た
。
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
か
ら
、
次
々
と
皇
太
弟
に
位
を
譲
っ
た
た
め
、

父
系
直
系
の
原
則
が
薄
れ
て
い
た
。

で
は
、
桓
武
天
皇
以
前
の
皇
位
継
承
を
規
範
に
す
れ
ば
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
桓
武
天
皇
自
体
の
皇
位
継
承
に
問
題

が
あ

っ
た
。
坂
上
氏
が

『
律
令
国
家
の
転
換
と
日
本
』

(
㎝

1

18
頁
)
で
述
べ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
「山
部
親
王

(桓

　
武
天
皇
)
は
正
嫡
の
皇
太
子
を
押
し
の
け
て
皇
位
継
承
者
の

地
位
を
確
保
し
た
。
」
す
な
わ
ち
、
宝
亀
三
年
、
井
上
内
親

王
を
廃
后
に
し
、
他
戸
親
王
を
廃
太
子
に
し
た
。

そ
こ
で
桓
武
天
皇

は
南
郊

の
祭
祀
を
二
度
行

っ
た
。

日
本

で
南
郊

の
祭

祀
を
し
た

の
は
、
桓
武
以
外
に
文
徳
だ
け
だ
と

い
わ
れ
て
い
る
。
南
郊

の
祭
祀
と
は
、
元
来
中
国

の
皇
帝
祭

祀

の

一
つ
で
、
冬
至
に
都

の
南
郊

で
昊
天
上
帝
を
祀
る
。
昊

天
上
帝
と
は
天
帝

の
こ
と

で
、
故
事
成

語

の

「虎
の
威
を
借

る
狐
」
で
、
狐
が
天
帝
を
持
ち
出
し
て
虎

を
あ
ざ
む
く
よ
う

に
、
中
国
で
は
天
帝
が
支
配
者
を
決
め
る
と
い
う
思
想
が
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、
天
帝
を
祀
る
こ
と
で
、
支
配
者
で
あ
る

こ
と
を
示
す
よ
う
な
政
治
利
用
が
行
わ
れ

た
。

例
え
ば
、
中
国
唐
時
代
の
貞
観
十
七
年

(六
四
三
)

の
南

郊
の
祭
祀
に

つ
い
て

『
古
代
中
国
と
皇

帝
祭

祀
』

(金
子
修

一
氏
著
、
平
成
十
三
年
汲
古
書
院
)
を
見

て
み
る
と
、

太
宗
朝
の
親
祭
で
特
笹
す
べ
き
は
、
貞
観
十
七
年

(六
四
三
)
の

事
例
で
あ
る
。
四
月
に
は
、
跡
目
争
い
か
ら
皇
太
子
承
乾
及
び
彼

と
対
立
し
た
魏
王
泰
が
退
け
ら
れ
、
九
男
の
晋
王
治

(高
宗
)
が

皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
。
(中
略
)
そ
し
て
冬
至
に
行
わ
れ
た
親
郊

で
は
、
半
年
前
に
立
っ
た
ば
か
り
の
皇
太
子
の
高
宗
も
参
列
し
た
。

こ
の
親
交
が
皇
太
子
の
立
場
を
強
化
す
る
目
的
で
行
わ
れ
た
こ
と

は
、
こ
の
時
の
郊
祀
の
祝
文
と
、
当
日
に
使
者
を
派
遣
し
て
行
っ

た
涼
州
で
の
祭
天
文
と
を
比
較
す
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
貞
観
十
七
年
の
太
廟

・
南
郊
の
親
祭
は
、
太
子
承
乾
の

廃
殿
と
高
宗
の
立
太
子
と
を
契
機
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。

㍗一



こ
と
に
後
者
は
親
郊
の
目
的
、
し
か
も
そ
の
政
治
的
利
用
が
指
檎

し
得
る
唐
代
の
最
初
の
事
例
で
あ
る
。

(『古
代
中
国
と
皇
帝
祭
祀
』
Ho。O
山
o。
H
頁
)

具
体
的
に
南
郊

の
祭

祀
で
何
を
し
た
か
と

い
う
と

八
月
四
日
に
涼
州
か
ら
貞
石
五
箇
が
出
現
、
そ
れ
に
は
祖
宗
の
業

や
太
宗
の
名
と
並
ん
で
、
皇
太
子
に
立
て
ら
れ
た
ば
か
り
の
高
宗

の
名
も
記
し
て
あ
っ
た
。
太
宗
は
こ
れ
を
天
意
の
現
れ
と
し
て
、

そ
の
後
の
最
初
の
郊
祀
で
あ
る
十
一
月
三
日
己
卯
冬
至
に
、
親
ら

国
都
長
安
の
南
郊
に
昊
天
上
帝
を
祭
っ
た
。
そ
こ
で
は
具
体
的
に

貞
石
の
内
容
に
触
れ
る
告
天
文
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
が
、
「又
錫
砂

身
之
詐
、
遼
干
皇
太
子
某
、
亦
降
禎
符
、
並
具
紀
姓
氏
、
兼
列
名

字
」
と
、
貞
石
に
太
宗
と
皇
太
子
と
の
姓
名
が
特
記
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。
(中
略
)
居
並
ぷ
百
官
に
は
、
太
宗
に
つ
き

従
う
高
宗
の
皇
太
子
と
な
っ
た
こ
と
を
天
か
ら
祝
福
さ
れ
た
事
実

が
、
強
く
印
象
づ
け
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
太
宗
は

皇
太
子
従
典
の
こ
と
を
祝
文
に
特
記
し
て
天
に
告
げ
、
こ
れ
を
天

下
周
知
の
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
貞
観
十
七
年
十

一
月
三
日
冬

至
の
郊
祀
は
、
こ
の
よ
う
に
演
出
さ
れ
た
祭
祀
で
あ
っ
た
。

(同
番
B
O幽
●oO
頁
)

つ
ま
り
、

こ
の
と
き
の
皇
帝
祭
祀
は
、
跡
目
争

い
で
皇
太

子
が
退
け
ら
れ
九
男

の
高
宗
が
皇
太

子
に
た

て
ら
れ
た
と
き

に
、
涼
州

か
ら
皇
帝
や
皇
太

子
の
名
前
が
記
さ
れ
た
石
が
発

見
さ
れ
た

こ
と
を
居
並
ぶ
百
官

の
前

で
披
露
し
た
、
と

い
う

演
出
さ
れ
た
祭
祀
だ
っ
た
。

一
般
に
、
日
本
史
で
は

「郊
祀
祭
天
の
儀
は
、
桓
武
天
皇

の
後
に
は
文
徳
天
皇
が

一
度
だ
け
挙
行
す
る
が

(斉
衡
三
年

(八
五
六
〉
十

一
月
)
、
結
局
恒
例
化
に
は
失
敗
し
た
。
天

帝
と
い
う
概
念
は
、
あ
ま
り
に
も
唐
突
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
」

と
い
う
よ
う
に
、
単
に
中
国
風
の
祭
祀
が
定
着
し
な
か

っ
た

と
見
る

(『律
令
国
家
の
転
換
と

「日
本
」』
ミ
μ
頁
、
人
物

叢
書

『
桓
武
天
皇
』
)
の
が
普
通
だ
が
、
逆
に
、
天
帝
を
持

ち
出
し
て
中
国
風
の
祭
祀
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、

桓
武
や
文
徳
の
ほ
う
に
む
し
ろ
皇
位
継
承
の
正
当
性
の
証
明

が
必
要
だ

っ
た
の
で
は
な
い
か
。

と
い
う
の
は
、
桓
武
以
降
は
、
平
城

・
嵯
峨

・
淳
和
は
桓

武
の
皇
子
で
、
仁
明
も
嵯
峨
の
皇
后
が
産
ん
だ
皇
子
で
あ

つ

た
し
、
文
徳
以
降
は
藤
原
氏
の
摂
関
政
治
で
、
皇
統
は
藤
原

氏
の
誰
が
外
祖
父
で
摂
政
か
で
決
ま

っ
た
の
で
、
天
帝
の
保

証
は
必
要
が
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
文
徳
は
冬
嗣
の
孫
で
良
房
の
甥
だ

っ
た
が
、

ま
だ
藤
原
氏
の
摂
関
政
治
は
確
立
し
た
と
は
い
え
な
い
時
期

で
あ
り
、
ま
た
桓
武
天
皇
と
文
徳
天
皇
の
皇
位
継
承
に
は
二

つ
共
通
点
が
あ
っ
た
。

①
即
位
時
ま
で
に
母
が
内
親
王
で
も
皇
后
で
も
な
か
っ
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た
。

②
内
親
王
の
生
ん
だ
正
嫡
の
皇
太
子
を
廃
し
て
皇
位
に
つ

い
た
。

す
な
わ
ち
、
桓
武
天
皇
の
立
場
を
詳
し
く
見
る
と
、
桓
武

の
父
光
仁
天
皇
は
天
智
天
皇
の
孫
と
い
う
だ
け
で
、
光
仁
天

皇
の
父
施
基
親
王
は
皇
位
に
つ
い
て
お
ら
ず
、
光
仁
が
聖
武

天
皇
の
皇
女
井
上
内
親
王
に
入
り
婿
す
る
形
で
皇
位
継
承
を

し
て
い
る
が
、
そ
の
井
上
内
親
王
の
皇
后
の
位
を
廃
し
、
正

嫡

の
他
戸
親
王
を
廃
太
子
に
し
た
。
い
わ
ば
、
分
家

(天
智

系
)
が
本
家

(天
武
系
)
を
乗

っ
取
っ
た
よ
う
な
形
に
な
っ

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
桓
武
天
皇
の
即
位
後
す
ぐ
に
、
氷
上
川
継
の

変

(『
続
日
本
紀
』
延
暦
元
年
閏
正
月
条
)
が
起
き
た
。
坂

上
氏
は

「川
継
は
、
天
武
の
孫
の
塩
焼
王
と
聖
武
天
皇
の
皇

女
不
破
内
親
王
と
の
子
で
あ
っ
た
。
川
継
の
陰
謀
を
事
実
と

す
る
説
と
桓
武
の
側
が
仕
組
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
す
る
説

と
が
あ
る
と
い
う

(『
律
令
国
家
の
転
換
と

「
日
本
」
』
O
図
O

頁
ご

と
述
べ
ら
れ
た
。
天
武
系

・
天
智
系
、
そ
し
て

一
番

の
泣
き
所
は
、
桓
武
が
内
親
王
の
子
で
は
な
い
点
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
、
文
徳
は
嵯
峨
天
皇
の
孫
で
あ
り
、
仁
明

天
皇
の
皇
子
で
、
桓
武
ほ
ど
に
は
皇
位
継
承
の
条
件
は
悪
く

な
か
っ
た
。
ま
た
、
文
徳
の
皇
位
を
奪
う
可
能
性
の
あ
る
も

の
も
本
当
は
少
な
か

っ
た
。
具
体
的
に
挙
げ
て
い
く
と
、
桓

武
の
皇
子
達
は
葛
原
親
王
や
賀
陽
親
王
な
ど
盛
り
を
過
ぎ
て

い
た
。
平
城
天
皇
の
皇
子
は
、
薬
子
の
変
で
廃
太
子
と
な

っ

た
高
岳
親
王
は
出
家
、
そ
の
子
在
原
善
淵
も
母
の
身
分
か
ら

問
題
に
な
ら
な
い
。
同
じ
く
平
城
の
皇
子
、
阿
保
親
王
は
承

和
の
変
後
、
す
ぐ
亡
く
な

っ
た
。
そ
の
子
在
原
行
平

・
業
平

ら
も
比
較
的
卑
官
に
留
め
て
あ
る
。
嵯
峨
の
皇
子
達
は
、
賜

姓
源
氏
で
臣
下
と
し
て
活
躍
し
、
内
親
王
腹
の
業
良
親
王
も

位
に
就
く
見
込
み
が
な
か

っ
た
。
淳
和
天
皇
の
皇
子
、
恒
世

親
王
は
早
く
に
亡
く
な
り
、
恒
貞
親
王
は
承
和
の
変
で
廃
太

子
に
な

っ
た
。

状
況
は
こ
の
よ
う
だ

っ
た
が
、
淳
和
天
皇
が

「令
義
解
」

を
撰
進
さ
せ
て
令
の
規
定
に
こ
だ
わ
り
、
正
子
内
親
王
の
生

ん
だ
恒
貞
親
王
を
皇
太
子
と
し
て
い
た
の
に
対
し
、
文
徳
天

皇
は
内
親
王
の
子
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
、
斉
衡
元
年
の
勅

で

「母
子
よ
り
親
し
き
は
な
し
。
故
に
子
、
尊
位
に
登
る
。

す
な
わ
ち
貴
き
は
母
に
帰
す
」
と
言
っ
て
順
子
を
皇
太
后
に

し
て
い
る
。
(『
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
元
年
四
月
二
十
六
日
)

藤
原
氏
の
摂
関
政
治

へ
向
か
う
時
代
の
中
で
、
業
平
が
皇

統
を

つ
ぐ
こ
と
は
あ
り
え
な
か
っ
た
が
、
経
済

・
文
化
で
桓

傷一



武
と
嵯
峨
を
支
え
た
百
済
王

一
族
を
背
景
に
伊
都
内
親
王
の

子

(桓
武
の
孫
)
か
つ
阿
保
親
王
の
子

(平
城
の
孫
)
と
い

う
の
は
、
桓
武

(母
が
内
親
王
で
は
な
い
)
や
氷
上
川
継

(父

が
親
王
で
は
な
い
)
に
く
ら
べ
て
も
業
平
は
血
統
と
い
う
点

だ
け
で
皇
位
継
承
に
は
十
分
す
ぎ
る
ぐ
ら
い
の
条
件
を
も

っ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。

四

文
徳
天
皇
の
時
代

で
は
氷
上
川
継

の
変

の
よ
う

な
、
在

原
業
平

の
変
と

い
う

の
は
な
か

っ
た

の
だ
ろ
う
か
。

古
今
集

九
六
二
番
歌
に
よ
れ
ば
、
行
平
は
田
村
の
御
時
、

す
な
わ
ち
文
徳
の
時
代

に
須
磨

に
籠
居
し
て
い
る
。

田
村
の
御
時
に
、
事
に
当
た
り
て
、
津
の
国
の
須
磨
と
い
ふ
所
に

こ
も
り
侍
り
け
る
に
、
宮
の
内
に
侍
り
け
る
人
に
つ
か
は
し
け
る

在
原
行
平
朝
臣

わ
く
ら
ば
に
と
ふ
人
あ
ら
ば
須
磨
の
浦
に
藻
塩
た
れ
つ
つ
わ
ぶ
と

こ
た
へ
よ

「こ
と
に
当
た
り
て
」

の
原
因
は
わ
か
ら
な

い
が
、
時
期
は

推
定

可
能

で
、
『
日
本
文
徳

天
皇
実
録
』

で
行
平
の
名
前
が

載
ら
な
い

の
は
、
百
人

一
首
の
行
平
歌

で
知
ら
れ
る
因
幡
守

在
任
中
の
斉
衡
三
年

(八
五
六
)
と
、
嘉
祥
三
年

(八
五
〇
)

か
ら
仁
寿
元
年

(八
五

一
)
ま
で
で
、
嘉
祥
の
ほ
う
は
文
徳

天
皇
の
治
世
の
最
初
の
二
年
に
あ
た
る
。

業
平
も
同
じ
く
嘉
祥
三
年
か
ら
こ
ち
ら
は
十
二
年
間
の
叙

位
任
官
の
空
白
が
あ
る
。
し
か
し
、
歴
史
的
に
は

「在
原
業

平
の
変
」
と
い
う
の
は
残
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、
当
時

の
状
況
、
東
国
の
情
勢
と
、
業
平
の
血
筋
と

の
関
係
を
み
る
と
、
も
し

「業
平
の
変
」
が
あ
れ
ば
、
た
だ

で
は
す
ま
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。

川
継
も
逸
勢
も
東
国

へ
の
流
罪
だ
っ
た
が
、
東
国
は
以
前

か
ら
力
を
持
ち

つ
つ
あ

っ
た
地
域
で
あ

っ
た
。
そ
も
そ
も
文

徳
の
運
命
を
変
え
た
承
和
の
変

(八
四
二
)
が
、
事
実
か
ど

う
か
は
と
も
か
く
「皇
太
子
恒
貞
を
奉
じ
て
東
国
で
挙
兵
し
、

仁
明
天
皇
を
廃
そ
う
と
す
る
計
画
」
(『
律
令
国
家
の
転
換
と

「日
本
」』

P
O
&
)
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
こ
の
た
め
恒

貞
に
は
配
流
の
記
録
が
見
あ
た
ら
な
い

(承
和
九
年
八
月
甲

戌

「送
廃
太
子
於
淳
和
院
」)。
仁
明
は
嘉
祥
二
年

(八
四
九
)

正
月
無
品
恒
貞
親
王
に
三
品
を
授
け
て
さ
え
い
る

(『続
日

本
後
紀
』
)。
東
国
に
配
流
は
確
か
に
で
き
な
い
。

東
国
に
は
国
の
政
策
に
よ
っ
て
渡
来
人
技
術
者
が
ち
ょ
う

ど
入
植
の
よ
う
な
形
で
馬
を
飼
育
し
て
集
住
し
て
い
た

(『
古
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代
日
本
の
国
家
形
成
』
吉
田
晶
氏
二
〇
〇
五
年
)
が
、
嵯
峨

天
皇

の
弘
仁
十

一
年

(八
二
〇
)
に
は
遠
江

・
駿
河
の
新
羅

人
七
百
人
が
反
乱
を
起
こ
し
て
い
る
。
ま
た
、
桓
武
天
皇
の

時
代
に
中
央
で
活
躍
し
東
国
を
本
拠
地
と
し
た
上
毛
野
氏

は
、
百
済
系
渡
来
人
で
あ
る
と
い
う
伝
承
を
持

っ
て
い
た

(『
古
代
を
考
え
る

東
国
と
大
和
王
権
』
原
島
礼
二
氏

・

金
井
塚
良

一
氏
編
、
平
成
六
年
、
お

頁
)。
群
馬
県
高
崎
市

の
観
音
山
古
墳
で
は
百
済
武
寧
王
陵

(五
二
五
年
)
と
の
同

箔
鏡
な
ど
が
出
土
し
て
い
る

(同

Q。
刈
頁
)。
阿
保
親
王
妹

で
、
承
和
の
変
の
直
後
に
亡
く
な
っ
た
上
毛
野
内
親
王
と
い

う
人
物
も
い
る
。

業
平
の
母
伊
都
内
親
王
は
百
済
王
明
信

の
曾
孫
で
あ
る

が
、
百
済
王
氏
は
朝
鮮
半
島
の
百
済
が
滅
亡
し
た
と
き
日
本

に
亡
命
し
た
王
族
の
子
孫
で
あ

っ
た

(『
検
証
古
代
日
本
と

百
済
』

P
嵩
①
～

嵩
O
)。
中
で
も
聖
武
天
皇
に
重
ん
じ
ら

れ
黄
金
を
陸
奥
国
で
発
見
し
東
大
寺
大
仏
の
塗
金
の
た
め
献

上
し
た
百
済
王
敬
福
は
、
交
野
に
百
済
寺
と
百
済
王
神
社
を

建
て
て
そ
の
あ
た
り
を
中
宮

(な
か
み
や
)
と
名
づ
け
た
。

中
宮
と
は
北
極
星
の
こ
と
で
、
支
配
者

の
星
で
あ
る
と
い
う

(『
大
阪
の
歴
史
散
歩
下
』
)。
そ
の
後
、
桓
武
天
皇
が
外
戚

と
し
て
百
済
王
氏
を
厚
遇
し
、
嵯
峨
天
皇
も
百
済
王
氏
と
関

係
が
深
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
文
徳
天
皇
は
、
狩
猟
を
好

ん
だ
桓
武
や
嵯
峨
と
は
違

っ
て
病
弱
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
お

り
、
外
出
を
好
ま
な
か
っ
た
。
ま
た
藤
原
冬
嗣
が
外
祖
父
で

母
は
順
子
、
后
に
藤
原
良
房
女
明
子
、
女
御
に
藤
原
良
相
女

多
賀
幾
子
を
持
ち
、
百
済
王
氏
と
関
わ
り
が
な
か
っ
た
。
し

た
が

っ
て
、
鷹
狩
り
を
得
意
と
し
、
馬
な
ど
の
軍
事
力
を
持

つ
百
済
王
氏
や
百
済
系
渡
来
人
の
人
々
を
止
め
る
手
だ
て
を

持

っ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
卑
官
で
は
あ
る
が
高
貴
な
出
の

業
平
を
東
国

へ
流
し
た
り
、
東
国

へ
逃
亡
さ
れ
た
り
す
る
の

は
危
険
極
ま
り
な
く
、
か
と
い
っ
て
業
平
を
、
承
和
の
変
後

の
廃
太
子
恒
貞
親
王
の
よ
う
な
状
態
に
し
て
、
業
平
の
高
貴

な
出
自
に
耳
目
が
集
ま
る
の
も
文
徳
や
良
房
と
し
て
は
避
け

た
い
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。

よ
く
業
平
東
下
り
と
の
関
連
で
引
用
さ
れ
る
太
政
官
符

「応
禁
制
孫
王
任
意
出
入
畿
外
事
」
は
、
文
徳
の
仁
寿
三
年

(八
五
三
)
四
月
二
十
六
日
に
出
さ
れ
て
い
る

(『
類
聚
三

代
格
』
巻
十
九

「禁
制
事
」)。

元
来
、
五
位
已
上
は
自
由
に
美
濃
国
を
越
え
畿
外

へ
出
る

こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
が
、
孫
王
も

「同
以
禁
止
」
と
な

っ
た
。

距O



当
時
業

平
は
二
十
七
歳
、
位
を
下
げ
ら
れ
て
六
位
だ

っ
た

と
し
て
も
、
孫
王
と
し
て
捕
ま
る
。
桓
武
嵯
峨
に
皇
子
女
が

多

か

っ
た
た
め

「孫
王
」

の
該
当
者

は
多
か

っ
た
が
、
痘
瘡

の
大
赦
と
同

日
の
官
符
な

の
で
、
大
赦

で
許
さ
れ
た
中
に
王

孫

で
畿
外

へ
出

る
と
困
る
人
物
が

い
た
か
と
推
測
で
き
る
。

ま
た
、

実
際

に
配
流
し
て
し
ま

っ
た
時
、
亡
く
な
る
と
厄

介
な
事
態

が
待

っ
て
い
た
。
例
え
ば
、
承
和
の
変

の
罪
人
橘

逸
勢

は
配
流
先
に

つ
く
ま

で
に
亡
く
な

っ
た
が
、
そ

の
娘
が

尼
に
な

っ
て
逸
勢

の
遺
骸
を
守
り
、
許
さ
れ

て
京
に
父
の
屍

を
背
負

っ
て
帰

っ
て
き
た
と
き
、
人
が
娘
を
孝
女
と
称
え
た

と
あ
る
。
逸
勢
行
到
遠
江
国
板
築
騨
。
終
干
逆
旅
。
女
掌
號
尽
哀
。
便
葬
騨

下
。
鷹
干
喪
前
。
守
屍
不
去
。
乃
落
髪
為
尼
。
自
名
妙
沖
。
為
父

誓
念
。
暁
夜
苦
至
。
行
旅
過
者
為
之
流
涕
。
及
紹
帰
葬
。
女
尼
負

屍
還
京
。
時
人
異
之
。
称
為
孝
女
コ

(『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』
嘉
祥
三
年
五
月
壬
辰
条
)

こ
ん
な

ふ
う
に
配
流

し
て
亡
く
な
る
と
、
人
心
が
配
流
さ

れ
た
側
に

つ
い
て
し
ま

っ
た
り
、
崇
道
天
皇

の
よ
う
に
崇
り

が
あ
る
と

考
え
ら
れ
た
り
し
た
。

一
体
、

文
徳

の
治
世
は
地
震
と
疫
病

で
ま
る
で
崇
ら
れ
た

か

の
よ
う

に
史
書
に
は
描
か
れ
て
い
る
。

同
本
文
徳
実
録
に
よ
れ
ば
、
地
震
が
仁
寿
元
年

(八
五

一
)

か
ら
頻
発
し
、
痘
瘡
が
仁
寿
三
年

(人
五
三
)
二
月
か
ら
流

行
し
た
。
こ
の
た
め
四
月
丙
戌
に
大
赦
が
行
わ
れ
、
逸
勢
も

従
四
位
下
を
さ
ら
に
加
贈
さ
れ
た
。
(仁
寿
三
年
五
月
甲
寅
)。

斉
衡
元
年

(八
五
四
)
四
月
二
十
六
日
に
文
徳
は
母
順
子

を
皇
太
后
に
し
た
が
、
翌
斉
衡
二
年

(八
五
五
)
五
月
庚
午
、

東
大
寺
の
大
仏
の
頭
が
地
震
に
よ
り
落
下
し
、
平
城
天
皇
の

皇
太
子
だ
っ
た
高
岳
親
王
真
如
を
修
理
東
大
寺
大
仏
司
検
校

に
し
た
。
斉
衡
三
年

(八
五
六
)
正
月
に
は
さ
ら
に
真
如
の

息
子
の
在
原
善
淵
を
従
五
位
に
し
た
。

し
か
し
、
地
震
の
頻
発
は
や
ま
ず
、
良
房
の
妻
正
三
位
源

潔
姫
や
兄
従
二
位
藤
原
長
良
が
亡
く
な
り
、
史
書
に
は
御
池

の
変
色
な
ど
怪
異
の
こ
と
が
記
さ
れ
た

(
「何
以
書
之
。
記

異
也
」
斉
衡
三
年
十

一
月
丁
巳
な
ど
)。
善
淵
は
ど
ん
ど
ん

単
独
で
官
職
を
あ
げ
ら
れ
て
行
っ
た
。
南
郊
の
祭
祀
も
こ
の

こ
ろ
藤
原
良
相
を
派
遣
し
て
行
わ
れ
て
い
る

(斉
衡
三
年
十

一
月
二
十
五
日
)
。

そ
れ
で
も
お
さ
ま
ら
な
か
っ
た
の
か
、
天
安
元
年

(八
五

七
)
正
月
、
阿
保
親
王
の
子
の
在
原
守
平
を
従
五
位
下
に
、

兄
の
行
平
を
国
司
と
兼
任
で
兵
部
大
輔
に
し
た
。

結
局
、
文
徳
天
皇
の
病
は
激
し
さ
を
ま
し
言
語
不
通
と
な

陰O



り
、

(天
安

二
年

(八
五
八
)
八
月
壬
子
)、
良
房
が
勅
を
奉

じ
て
大
赦

を
行

っ
た
が
、
文
徳
は
崩
御

し
た
。

五

清
和
以
後

清
和
は
天
安
二
年
十

一
月
七
日
に
九
歳
で
即
位
し
た
。
も

ち
ろ
ん
実
際
に
政
治
を
行

っ
て
い
た
の
は
摂
政
の
太
政
大
臣

良
房
や
右
大
臣
良
相
だ
ろ
う
。
翌
年
、
中
国
の
貞
観
の
治
に

あ
や
か
っ
て
、
貞
観
と
改
元
し
て
い
る
。
ま
た
、
貞
観
元
年

八
月
に
八
幡
神
を
九
州
宇
佐
か
ら
石
清
水
に
勧
請
し
て
い

る
。
八
幡
神
は
、
淀
川
北
岸
の
大
山
崎
に
も
河
陽
宮
跡
に
離

宮
八
幡

(後
世
に
油
座
で
有
名
)
と
し
て
あ
る
よ
う
に
、
淀

川
両
岸
に
置
か
れ
、
南
岸
の
石
清
水
八
幡
の
神
人
と
と
も
に

淀
川
の
水
運
を
押
さ
え
る
こ
と
と
な

っ
た
。
交
野

(現
在
の

枚
方
)
を
本
拠
地
と
し
た
百
済
王
氏
は
次
第
に
衰
退
し
た
。

貞
観
三
年
に
大
仏
が
完
成
し
、
修
理
東
大
寺
大
仏
司
検
校

真
如

(高
岳
親
王
)
が
不
退
寺

・
超
昇
寺
に
対
す
る
施
捨

(二

年
十
月
十
五
日
勅
許
)
や
入
唐
を
勅
許
さ
れ
、
出
国
し
て
二

度
と
帰

っ
て
来
な
か

っ
た

(『
β
本
三
代
実
録
』
、
『
高
岳
親

王
入
唐
記
』
)。

貞
観
四
年
三
月
に
業
平
は
単
独
叙
位
で
従
五
位
上
と
な

り
、
同
年
十
二
月
在
原
善
淵
が
平
城
天
皇
の
追
福
を
祈
る
た

め
超
昇
寺
復
興
を
願
い
出
て
許
可
さ
れ
た

(『
高
岳
親
王
入

唐
記
』
佐
伯
有
清
氏
、
謡

頁
)。

貞
観
五
年
二
月
に
善
淵
は
内
匠
頭
、
行
平
は
大
蔵
大
輔
、

業
平
は
左
兵
衛
権
佐
に
な
り
、
三
月
に
は
善
淵
や
業
平
は
紀

有
常
ら
と
と
も
に
次
侍
従
に
な
っ
た
。
五
月
に
は
神
泉
苑
で

咳
逆
病
を
鎮
め
る
た
め
御
霊
会
が
行
わ
れ
、
崇
道
天
皇

(早

良
親
王
)
・
伊
予
親
王

・
藤
原
夫
人

(吉
子
11
伊
予
親
王
母
)

・
橘
逸
勢
ら
の
霊
が
祭
ら
れ
た

(『律
令
国
家
の
転
換
と

「日

本
」』
O
o。
↓
頁
)。

こ
の
よ
う
に
歴
史
の
中
で
は
業
平
の
復
権
は
、
平
城
天
皇

の
子
孫
の
復
権
の

一
環
だ
っ
た
。

ま
と
め

在
原
業
平
は
、
文
徳
天
皇
の
治
世
か
ら
藤
原
良
房
が
清
和

天
皇
の
摂
政
で
あ
っ
た
時
に
か
け
て
、
十
二
年
の
間
叙
位
任

官
が
な
か
っ
た
。

藤
原
氏
や
仁
明
に
よ
る
承
和
の
変
の
後
始
末
が
う
ま
く
い

か
ず
、
文
徳
の
時
代
の
天
変
地
異

へ
の
対
策
と
し
て
、
桓
武

天
皇
直
系
の
平
城
天
皇
の
子
孫
は
、
在
原
善
淵
を
筆
頭
に
次

か一



第
に
官
位
を
授
け
ら
れ
て
行
っ
た
。
業
平
だ
け
遅
れ
た
の
は
、

個
人
的
に
よ
か
ら
ぬ
こ
と
が
あ

っ
た
と
い
う
よ
り
も
、
皇
位

継
承
の
条
件
を
め
ぐ

っ
て
、
文
徳
よ
り
も
業
平
の
ほ
う
が
、

桓
武

・
平
城
の
孫
で
あ
っ
て
し
か
も
内
親
王
の
子
で
あ
る
た

め
に
、
血
筋
で
は
皇
位
継
承
の
上
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
大
き

い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
百
済
王

一
族
の
結
束
も
桓
武

・

嵯
峨
天
皇
の
時
代
に
は
強
固
に
み
え
た
だ
け
に
、
文
徳
や
良

房
に
は
脅
威
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
伊
都
内
親
王
の
死
後
、
業
平
は
復
権
し
、

謎
の
十
二
年
は
終
わ
り
を
告
げ
た
。

(大
阪
府
立
今
宮
工
科
高
等
学
校
教
諭
)

悼一


